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Ⅰ 令和２年度 事業報告 

１ 事業の経過及び成果 

（１）概況 

当社は、豊橋市バイオマス利活用センターのバイオマス発電電力を中心とする地域内の再

生可能エネルギーを調達し、市内の公共施設に供給する事業を通じて、豊橋市役所における

再生可能エネルギーの利用率を高めることを目的に、令和２年10月19日に設立されました。 

その後、小売事業者登録などの手続を経て、令和３年２月から豊橋市の公共施設への電

力販売を開始しました。当年度は、営業期間が２か月であること及び設立に要した費用が

あったことから、売上高29,289千円、経常損失1,470千円を計画いたしました。 

当年度の売上高は30,920千円と計画を上回り、経常損失は508千円と計画比減の決算とな

りました。 

（２）電力販売 

当年度は、令和３年２月から、豊橋市の公共施設23施設へ電力販売を開始しました。令和

３年３月末時点での契約施設数は100施設、契約電力は7,738kWです。令和３年５月までに契

約施設数は123施設まで段階的に増えていく予定であり、令和３年５月時点では11,428kWま

で拡大することを計画しております。 

＜契約電力実績及び計画＞ 

                            （単位：kW） 

 令和３年３月末時点 令和３年５月 

実績 計画 

合計 7,738 11,428

（３）電源調達 

当社の電力は、地域のバイオガス発電及び太陽光発電所を中心に調達しており、不足分に

ついては、JFEエンジニアリング（株）グループであるアーバンエナジー（株）から調達し

ております。不足分の電源としては、廃棄物発電やバイオマス発電、太陽光発電等、JFEグ

ループ内の再生可能エネルギー電源をベースとしております。 

当年度は、事業開始当初の２月から、地産電源として、豊橋市バイオマス利活用センター

1,000kWの他に、豊橋市内の太陽光発電所計７施設約5,000kWから電力を調達しました。 

（４）需給運用 

需給運用については、JFEエンジニアリング（株）グループであるアーバンエナジー（株）

に業務委託しています。アーバンエナジー（株）は、地域PPS事業に対応すべく、請求業務

の効率化を図るためのWeb請求機能等の各種機能の開発し、運用しました。 



２ 設備投資の状況 

当期の有形固定資産の取得額は、０円です。 

  その他は特記すべき事項はありません。 

３ 資金調達の状況 

当期末の借入金残高は、０円です。 

４ 事業成績及び財産の状況の推移 

                  （単位：千円） 

令和２年度 

（第１期） 

令和２年10月19日から 

令和３年３月31日まで 

売 上 高 30,920

経 常 損 失 508

当 期 純 損 失 442

純 資 産 49,558

総 資 産 72,259

５ 主な事業内容（令和３年３月31日現在） 

電力供給事業

６ 従業員の状況（令和３年３月31日現在） 

０名 

７ 主要な借入先の状況（令和３年３月31日現在） 

なし 



Ⅱ 令和２年度 決算報告 

貸 借 対 照 表 

（令和３年３月31日現在） 

（単位：円） 

科     目 金    額 科     目 金    額 

（ 資 産 の 部 ） 

流 動 資 産 

現 金 ・ 預 金 

売 掛 金 

貯 蔵 品 

固 定 資 産 

無 形 固 定 資 産 

商 標 権 

 投 資 そ の 他 の 資 産 

繰 延 税 金 資 産 

71,857,413 

44,905,863 

26,944,520 

7,030 

401,313 

259,092 

259,092 

142,221 

142,221 

（ 負 債 の 部 ） 

流 動 負 債 

買 掛 金 

未 払 金 

未 払 法 人 税 等 

未 払 消 費 税 等 

22,700,336 

20,114,631 

2,019,005 

102,600 

464,100 

負 債 合 計 22,700,336

（ 純 資 産 の 部 ） 

株 主 資 本 

資 本 金 

利 益 剰 余 金 

 その他利益剰余金 

 繰越利益剰余金 

49,558,390 

50,000,000 

△441,610 

△441,610 

△441,610 

純 資 産 合 計 49,558,390

資 産 合 計 72,258,726 負債及び純資産合計 72,258,726



損 益 計 算 書 

（令和２年10月19日から令和３年３月31日まで） 

（単位：円） 

科 目 金 額 

売上高  30,920,055 

売上原価  28,360,970 

売上総利益  2,559,085 

販売費及び一般管理費  3,067,199 

営業損失  508,114 

営業外収益 183 183 

経常損失  507,931 

税引前当期純損失 507,931 

法人税、住民税及び事業税 75,900  

法人税等調整額 △142,221 △66,321 

当期純損失  441,610 

株主資本等変動計算書 

（令和２年10月19日から令和３年３月31日まで） 

（単位：円） 

株  主  資  本 

純 資 産 合 計 

資 本 金 

利益剰余金 

株主資本合計 

繰越利益剰余金

当 期 首 残 高 

当 期 変 動 額

当 期 末 残 高

0

50,000,000

50,000,000

0

△441,610

△441,610

0

49,558,390

49,558,390

0

49,558,390

49,558,390



Ⅲ 令和３年度 事業計画 

１ 事業内容の安定化 

令和３年度は、段階的に契約施設数が増えていく予定であり、売上450百万円、経常利益

３百万円程度を計画しております。予定した施設への電力供給を行い、令和３年度計画の

達成を目指します。 

２ 豊橋市役所における再生可能エネルギーの利用率向上 

当社は、豊橋市役所における再生可能エネルギーの利用率を高めることを目的としてお

ります。将来的には、民間が運営する再生可能エネルギー発電所（FIT）の電気及び住宅用

卒FIT電気の買取りを通じた地産再エネ電力の調達拡大、公共施設への自家消費型太陽光設

置による創エネ事業等の展開を検討していきます。 

３ 供給先の拡大 

地域の再生可能エネルギーの調達を増やした後、電力供給を行う豊橋市の公共施設を拡

大し、豊橋市が目指す豊橋市役所RE100（公共施設使用電力100％再生可能エネルギー化）

の実現に貢献してまいります。 

Ⅳ 令和３年度 収支予算 

（令和３年４月１日から令和４年３月31日まで） 

（単位：円） 

科   目 金   額 

売 上 高 446,192,000

売 上 原 価 423,341,000

売 上 総 利 益 22,851,000

販売費及び一般管理費 19,000,000

営 業 利 益 3,851,000

営 業 外 収 益 0

経 常 利 益 3,851,000

法 人 税 等 1,197,000

当 期 純 利 益 2,654,000


